
事後評価

地域連携事業

(6)事業の自己評価
公民館運営事業

小計

(5)地域の実情を踏まえた
運営

地域づくり事業

小計

30

15

25 S 25

25 25

　　　　　　　　　　　　　１）地域の学習拠点、家庭教育支援拠点としての機能の発揮

　　　　　　　　　　　　　２）奉仕活動・体験活動の推進拠点としての機能の発揮

　　　　　　　　　　　　　４）地域の実情を踏まえた運営の実施

(2)地域の家庭教育支援
拠点としての機能の発揮

家庭教育事業 10

小計 10

(3)奉仕活動・体験活動の
推進

ボランティア活動支援事業 10 E 4

4

・公民館事業への地域団体（区長会等）の協力は十分できており、公民館にとって貴重な存在
となっている。一方、ボランティア団体とは連携が十分とは言えず、今後お互いの役割を重視
しながら十分な連携をとっていきたい。
・職員の研修を定期的に実施していきたいが、業務、勤務体制の関係からなかなか出来てい
ないのが現状です。

・公民館事業に市民が主体的に関わることができるような仕組みづくり（公民館サポーターな
ど）を進めていく。その一つとして、ボランティア団体に呼びかけ、サポーターになってもらい、
ボランティア活動の視点を公民館事業、運営にも生かしていきたい。

(4)学校、家庭及び地域社
会との連携等

中津川市公民館事業評価シート 中津川市苗木公民館

２．公民館の状況

１．評価の視点

S 10

B 13

0

前回評価根拠

公民館講座実施事業、地域団体等支援事業、読書推進事業

配点 評価 得点 前回

40 A(1)地域の学習拠点として
の機能の発揮

0

小計 40 36 0

小計 15

118

36

30

10

小計 10

0

　　　　　　　　　　　　　３）学校、家庭及び地域社会との連携等拠点としての機能の発揮

・人件費の削減に努めている。
・公民館のサービスを館内のみでなく、地域へ広げる取り組みを進めている。
・利用者懇談会を開催し、利用者とともに公民館づくりを進めている。
・交流センターだより、ホームページなどにより、きめ細かく情報発信に努めている。

・特記事項なし

※「評価」はＳ～Ｆの７段階（Cが標準）であり、換算率は、S=100%、A=90%、B=80%、C=70%、D=60%、E=40%、F=20%です。

実 施 事 業
（理想実現のための手段）

加算ポイント
（１項目２点で10点まで）

減算ポイント
（１項目-２点で-10点まで）

13 0

合計 130

３．評価に係る特記事項（その他評価すべき事項がある場合、５項目以内で記載）

0

区分

0

30 30

S

現 状 ・ 課 題


